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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
定
額
給
付
金
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
は
、
住
民
が
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
を
行
わ
な
い
者
は
、
結
果
と
し
て
、

定
額
給
付
金
の
受
給
を
辞
退
し
た
こ
と
に
な
る
。

三
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
の
事
務
費
と
し
て
は
、
人
件
費
（
超
過
勤
務
手
当
及
び
賃
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、

発
送
費
、
給
付
事
務
経
費
、
事
務
機
器
経
費
、
広
報
関
係
経
費
、
旅
費
、
会
議
開
催
経
費
、
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
及
び
民
生

委
員
等
協
力
手
当
を
想
定
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
は
、
定
額
給
付
金
の
給
付
に
必
要
な
事
務
費
と
し
て
、
人
件
費
約
二
百
三
十
三
億
円
、

発
送
費
約
二
百
七
十
一
億
円
、
給
付
事
務
経
費
約
百
八
十
六
億
円
、
事
務
機
器
経
費
約
十
三
億
円
、
広
報
関
係
経
費
約
三
十

七
億
円
、
旅
費
約
六
千
万
円
、
会
議
開
催
経
費
約
一
千
万
円
、
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
約
六
十
五
億
円
、
民
生
委
員
等
協
力
手

一



当
約
十
九
億
円
、
合
計
約
八
百
二
十
五
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
「
生
活
対
策
」
（
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
新
た
な
経
済
対
策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、

経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
単
年
度
の
措
置
と
し
て
今
年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
実

施
方
式
等
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
の
給
付
事
務
の
た
め
の
地
方
公
共
団
体
の
定
員
の
拡
大
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
職
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
都
道
府
県
の
職
員
に
つ
い
て
約
二
千
八
百
時
間
分
、
市
町
村
の
職
員

に
つ
い
て
約
五
百
七
十
九
万
時
間
分
の
超
過
勤
務
手
当
に
係
る
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
同
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
定
額
給
付
金
の
給
付
事
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
臨
時
的
職
員
又
は
非
常

勤
職
員
に
関
し
、
都
道
府
県
に
つ
い
て
約
二
万
四
千
時
間
分
、
市
町
村
に
つ
い
て
約
千
百
八
十
万
時
間
分
の
賃
金
に
係
る
経

費
を
計
上
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

二



定
額
給
付
金
は
、
住
民
が
市
町
村
に
対
し
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三


